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Ⅰ．組織の概要と対象範囲 
 （1）事 業 所 名       ：三協設備株式会社 

     代表者氏名        ：代表取締役 永井 俊彦 

                 ・E-mail：sankyou@aioros.ocn.ne.jp 

  （2）対象事業所              ：三協設備株式会社 本社 

所在地         ：〒661-0952 兵庫県尼崎市椎堂 1 丁目 2 番 6 号 

（3）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

    ・環境管理責任者： 塚田 忠義（工事部長） 

    ・担 当 者 名  ： 塚田 忠義 

・ TEL：06（6492）2351 FAX：06（6492）2317 

・ E-mail：tyu-tsukada@sankyou-se.co.jp 

（4）対象事業活動 

・給排水・衛生設備、空気調和設備に関わる設計・施工 

 建設業登録 

管工事業   ：兵庫県知事 許可（特－ 1）第 203789 号 令和 7 年 2 月 11 日まで 

消防施設工事業：兵庫県知事 許可（般－ 1）第 203789 号 令和 7 年 2 月 11 日まで 

（5）事業規模 

  事業年度 4 月～翌年 3 月 

       

 

 

 

 

  

          

（6）主な環境負荷の実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※化学物質の使用実績はありません。  

項 目 単位 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

工事件数 

〈雑工事別〉 
件 11 件 14 件 7 件 

完成工事高 百万円 1,094 1,075 443 

従業員 人 14 14 13 

事業所床面積 ㎡ 390 390 390 

項 目 単位 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

二酸化炭素 

排出量 

電力・ガソリン 

kg-CO2 17,581 17,527 18,291 

廃棄物

排出量 

一般  

廃棄物 
t 

0.66 0.7 0.7 

産業      

廃棄物 
2.5 0 0 

水使用量 ㎥ 59 55 62 
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Ⅱ．環境経営方針 
 

環 境  経  営 方 針 

１．環境理念                                     

三協設備(株)は｢地域社会に貢献する｣という経営方針に基づき、環境活動を経営の 

    最重要課題の一つと位置づけ、「さわやかな地球を守る」ことを使命とし、環境への 

取組みと環境負荷の削減に努め、SDGs を積極的に取組み 持続的発展が可能なカーボン

ニュートラル社会の構築に貢献します。 

                      

２．行動指針 

三協設備(株)は建築設備を提供する事業活動を通じて次の項目に取組みます。 

 

（１）環境関連法規制及びその他要求事項を遵守します。 

（２）エコアクション２１環境経営システムを構築・運用し汚染の予防と継続的改善に 

   努めます。 

（３）事業活動全般における環境負荷を削減するために次の活動に取組みます。 

① 二酸化炭素排出量削減(電力使用量削減、ｶﾞｿﾘﾝ自動車燃費の向上) 

② 紙資源の節約 

③ 廃棄物の分別の徹底と削減 

④ 水資源の節約 

⑤ 施工現場において環境への取組みを自己チェックし、環境負荷を低減する。 

⑥ グリーン購入の推進 

⑦ 環境配慮型設備工事の推進 

⑧  顧客満足度の向上及び働き方改革の実践 

 ３．この環境方針は当社全従業員に周知するとともに、社会にも公開します。 

2010 年 5 月 24 日 制定 

2021 年 4 月  9 日 改訂             

三協設備株式会社  

代表取締役 

 永井 俊彦 
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Ⅲ．≪エコアクション 21 環境経営システム実施体制図≫ 
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《役割・責任・権限》 
 ※代表者            環境経営に関する統括責任(環境方針の策定・見直し) 

                 取組みを適切に実行する為の資源(人・物・資金)の準備 

                 環境経営レポートの承認 

 ※環境管理責任者        環境目標・環境活動計画書の制定 

                 環境経営システムの構築、実施、管理 

                 環境経営レポートの作成 

                 活動運営方針(環境目標、活動計画書)の策定、教育・訓練の実施 

 ※ＥＡ21 事務局         環境活動の実績集計・計画書状況把握、問題点の整理 

※各部門社員          環境経営計画書に基づく実施及び報告、環境活動への積極的参加 

  

代表者 

代表取締役 

 

環境管理責任者 

工事部長 

事務局 

EA21 担当  

営業・積算部 

部長 代表取締役 

工事・安全部 

工事部長  

総務部 

部長 代表取締役 

推進員 

 

推進員 

 

推進員 

 

推進員 

 

建設作業所責任者 建設作業所責任者 

〈作業所〉 

社員 社員 

〈事務所〉 
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※本レポートでの電力のCO2排出係数は 2019年度関西電力(株)調整後出係数 0.318kg-CO2/kWh を使用して算出しています。 

※コピー用紙使用量は、基準年度を 2009 年度としています。 

※ 達成率 = (目標値 – 実績値) /目標値 +1  但し燃費達成率= (実績値 – 目標値) /目標値 +1 

※本レポートでの電力のCO2排出係数は 2019年度関西電力(株)調整後出係数 0.318kg-CO2/kWh を使用して算出しています。 

※コピー用紙使用量は、基準年度を 2009 年度としています。 

※ 達成率 = (目標値 – 実績値) /目標値 +1  但し燃費達成率= (実績値 – 目標値) /目標値 +1 

※ 削減率 = (基準年度実績値 – 実績値) / 基準年度実績値  但し燃費改善率 = (実績値 – 基準年度実績値) / 基準年度実績値 

           年度 

 項目        目標・実績 

2018 度実績 

基準年度 

2018.4~   
2019.3 

 

2022 年度 2023 度 2024 度 2025 年度 

2022.4～2023.3 
2023.4～ 

2024.3 

2024.4～ 

2025.3 

2025.4～ 

2026.3 

実績 目標 実績 達成率 
% 

目標 目標 目標 

二酸化炭素総排出量   kg-CO2 21,210 20,767 18,291 111.9% 20,661 20,555 20,546 

電
力 

使用量(事務所) kWh 13,487 13,150 12,557 104.5% 13,082 13,015 12,988 

削減率（基準年度比） ％    2.5% 6.8% ― 3.0%以上 3.5%以上 3.7%以上 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 4,194 4,090 3,905  104.5% 4,070 4,050 4,040 

ガ
ソ
リ
ン 

燃料消費量 Ｌ 7,287 ― 6,201 ― ― ― ― 

燃費改善(事務所) km/L 15.6 16.0 18.1 113.1% 16.1 16.2 16.3 

削減率（基準年度比） ％ ― 2.5% 15.6% ― 3.0%以上 3.2%以上 3.5%以上 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 16,921 16,586 14,386 ― 16,501 16,416 16,367 

上
水 

上水使用量(事務所) ㎥ 69 67 62 107.4% 67 以下 67 以下 67 以下 

改善率 % ― 3.0% 10.1% ― 3.0%以上 3.0%以上 3.0%以上 

紙
資
源 

コ
ピ

用
紙 

使用量 
(事務所 A-4 換算) 

冊 
(2009 年度) 

131 
117 118 99.2% 117 117 117 

削 減 率   
（基準年度比） 

％ ― 10.6% 9.9% ― 10.6 以上 10.6 以上 10.6 以上 

 
 

 

廃
棄
物 

産廃の分別の徹底度 
(建設現場) 

％  

― 

100 100 100 100 100 100 

産業廃棄物排出量 
 

ｔ ― 0 ― ― ― ― 

一般廃棄物の分別 
の徹底度(事務所) 

％ 

― 
100 100 100 100 100 100 

一般廃棄物排出量 
 

ｔ ― 0.7 ― ― ― ― 

環
境
負
荷 

建設現場での環境負荷低

減自己チェック評価  

ポイント(建設現場) 
％ ― 100 100 100 100 100 100 

グ
リ

ン
購
入 

 
対象環境配慮型コピー用

紙購入比率 
 

% 

 
― 100 100 100 100 100 100 

環
境
配
慮
型 

工
事 

対象節水型衛生器具工事

比率 
 

% 

 
― 100 100 100 100 100 100 

Ⅳ．環境経営目標とその実績 
  当社の主な環境目標とその実績は次の通りです 



                       - 6 -  

     取組みの結果凡例  ○：出来た △：一部出来た ×：出来なかった 

環境活動計画 取組み結果の評価 次年度の取組み 

二酸化炭素総排出量の削減 ○ 目標達成 継続した展開をする 

電力使用量の削減 

1.冷房設定温度 28.0℃ 

2.空調機のフィルターの清掃/月 

3.昼休憩時の消灯 

4.不在部分の消灯 

5 節電シールの貼付け 

 

 

○ 

○ 

〇 

○ 

目標達成 

4月～6月にかけて行った事務所改

修工事もあり運動の展開に影響し

たが年度を通して削減活動が良好

に継続されて目標を達成出来た。 

 

削減活動の持続した

展開を全社で行う 

ガソリン使用量の削減(燃費向上) 

1.運転日報の記録を残す 

2.アイドリングストップの実践 

3.急発進、急停車の厳禁  

 

○ 

○ 

○ 

目標達成 

無理のない【エコ運転活動】を実践 

出来て目標値を達成出来た 

 

各々が継続的な【削減 

運動】を展開する 

上水使用量の削減 

1.節水シールを貼る 

2.出しっぱなしにしない 

3.適正出水量の調整 

4.洗浄の際、洗剤の適正量を使用する 

 

 

○ 

○ 

○ 

〇 

目標達成 

4月～6月の改修工事で工事用水の 

使用が多く削減値が低下したが工

事完成後は節水型器具の更新で目

標が達成出来た。 

 

継続した節水活動を 

全社で展開する。 

紙資源(コピー用紙)使用量の削減 

1.印刷、コピー用紙の両面刷り 

2.コピー用紙の裏面利用 

3.コピー対象物･枚数の事前確認 

4.注意事項の貼付け等 

 

 

○ 

△ 

△ 

○ 

目標不達成 

年度後半に活動展開が少し緩くな

り目標値をクリア出来なかった。 

 

 

 

活動内容を全社で再

確認して目標達成に

継続した運動を展開

する。 

廃棄物の削減 

1.分別対象廃棄物を決定する。 

2.区分ごとに分別表示をする。 

3.月 4 回以上実施状況を確認する。 

4.[エコバック](分別袋)使用の徹底 

 

 

○ 

○ 

○ 

△ 

目標達成 

作業所を含む全社で継続した運動

展開が出来た。 

 

削減活動を全社で取

組み継続した展開を

する。 

建設現場環境負荷の低減 

騒音、振動、廃棄物分別、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽ

ﾄｯﾌﾟ、等、20 項目の環境負荷につい

て建設現場で自己チェックを実施(2

回/週)・評価し、環境負荷の低減を行

った。 
 

 

○ 

 

 

 

目標達成 

全作業所、作業員末端まで運動の

展開を周知して活動出来た。 

 

 

 

全社で運動展開を継

続させる。 

環境配慮型用紙、文具の購入 

節水型衛生設備工事の推進 

衛生設備受注の際は例外なく節水型

衛生設備導入を積極的に提案する 

環境配慮型文具の購入を実践する  

 

○ 

 

 

 

目標達成 

活動展開が出来て目標達成が出来

た。 

 

環境配慮型工事の積

極的な提案に取り組

む 

Ⅴ．環境経営活動計画の内容と取組み結果の評価及び次年度の取組み内容 
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Ⅵ．環境関連法規等の遵守状況確認及び評価結果並びに違反訴訟の有無 
  （1）必要な環境関連法規等の遵守状況確認及び評価結果 

 

（2）違反訴訟等の有無 

   ＊当社において定期的に実施する上記法規等の遵守評価の結果、環境関連法規等への違反及び

訴訟はありません。 

   ＊関係当局からの違反等の指摘は、過去 3 年間ありません。 

 

 

 

 

適用される主な法規制 遵守すべき主な要求条項 遵守評価 

廃棄物処理法 ・一般廃棄物・産業廃棄物の収集・運搬

及び処分を委託する場合は契約書及び

許可書、等で確認 

・マニフェストの交付及び所定の回収 

(ﾏﾆﾌｪｽﾄは 5 年間保存) 

・マニフェストの交付状況の報告 

遵守している 

フロン排出抑制法 ・メンテナンス及び改修工事において 

フロン類の引取証明書、回収依頼書、 

委託確認書を交付し適正に処理する 

・業務用エアコンのフロン類充填時は 

 充填証明書を管理者へ発行する。 

・業務用エアコンの整備、廃棄工事に 

 おいてフロン類をみだりに大気へ放出 

 しない 

・簡易点検の実施、記録 

遵守している 

家電リサイクル法 ・リサイクル、リユースを行う業者へ 

処分を委託する 

・家電 4 品目（エアコン、テレビ、冷蔵

庫･冷凍庫、衣類乾燥機･電気洗濯機） 

の処分は所定の業者へ委託する 

遵守している 

建設リサイクル法 ・解体等で発生した特定建設資材はリサ

イクルし鉄くずなど売却可能資材は適

正に処分する 

・資源の有効利用と廃棄物の適正処分を 

図る為、特定建設資材の再資源化、分別

解体し適正に処分する 

遵守している 

自動車リサイクル法 ・使用済み自動車の引取り業者への引渡

し及びリサイクル費用の資金管理法人

への預託 
遵守している 
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Ⅶ．代表者による全体評価と見直し・指示 
 エコアクション 21 の活動展開期間(2022 年 4 月～2023 年 3 月)について、代表者による全体評価 

 と活動の見直しを 2023 年 4 月 24 日に実施しました 

 

※エコアクション活動を社員全員で共有して継続した運動を展開し削減目標の達成を目指す事。 

※運動内容の「マンネリ化」を防ぎ、【顧客満足度向上】・【働き方改革】に積極的に取り組んで運動を   

展開する事。 

代表取締役     永井 俊彦  

 

※ 次回 環境経営レポート 発行予定  2024 年 5 月中旬 予定 

 

＜事務所 窓・二重サッシ化＞            ＜照明改修 LED 化＞ 

  

 

                  ＜近隣清掃活動＞ 

   

見直し項目 変更の必要性・指示事項 

（1）環境経営方針 ・変更の必要性なし 

  【顧客満足度の向上】及び【働き方改革】に取り組んでより良い

活動を展開する 

（2）環境経営目標 ・エコアクション活動の削減目標が厳しくなってくるが全社で効率

的な運動を展開する 

（3）環境経営計画及び実施体制 ・環境活動運動を再確認して全社で目標達成に継続した運動を展開

する事 

・実施体制の変更は必要なし 

（4）その他 ・特になし 


